
一
女
大
学
の
「
教
二
女
子
一
法
」
お
よ
び
戦
前
の
教
科
書

に
お
け
る
扱
わ
れ
方

，
女
大
学
と
は
何
か

女
大
学
は
『
女
四
書
』
の
忠
実
な
要
約
書
で
あ
る
。
さ
て
『
女
四

書
』
と
は
何
か
と
い
う
と
、
男
子
の
四
書
に
対
応
す
る
も
の
と
し

筆
者
は
こ
れ
ま
で
、
教
科
書
に
承
ら
れ
る
「
家
族
像
」
と
題
し
、

（
１
）
（
２
）
（
３
）
（
４
）
（
５
）
（
い
ず
れ
も
小
学
校
）

戦
前
の
国
語
、
修
身
、
戦
後
の
国
語
、
社
会
科
、
家
庭
科
の
教
科
書

に
お
け
る
〃
家
族
〃
や
〃
家
庭
〃
に
関
す
る
項
目
を
調
査
し
報
告
し

て
き
た
。
ま
た
一
方
、
図
説
・
女
子
教
育
史
と
題
し
、
主
に
「
女
大

（
Ｒ
ｕ
）
（
ワ
ー
）
（
Ｑ
Ｕ
）

学
」
に
関
す
る
調
査
報
告
も
し
て
き
た
。
本
稿
で
は
そ
れ
ら
を
総
括

し
て
家
族
の
変
貌
と
そ
の
要
因
を
さ
ぐ
り
、
今
日
の
家
族
に
対
す
る

意
識
の
源
流
を
求
め
、
こ
れ
か
ら
の
家
族
の
あ
り
方
も
考
え
た
い
。

は
じ
め
に

〔
論
説
〕教

科
書
に
み
ら
れ
る
家
族
像

Ｉ
女
大
学
か
ら
現
行
国
語
科
・
社
会
科
・
道
徳
・
家
庭
科
に
い
た
る
経
緯
と
比
較
Ｉ

て
、
ま
た
中
国
の
女
四
書
や
烈
女
伝
に
代
っ
て
、
わ
が
国
独
自
の
女

四
書
す
な
わ
ち
女
小
学
、
女
大
学
、
女
中
席
、
女
論
語
が
享
保
改
革

の
庶
民
教
科
政
策
と
し
て
出
現
し
た
。
女
小
学
、
女
大
学
が
近
世
的

儒
教
的
性
格
を
鮮
や
か
に
示
し
た
の
に
対
し
、
女
中
庸
、
女
論
語
に

（
ｎ
コ
）

は
中
世
的
な
名
残
り
が
多
く
、
殆
ん
ど
普
及
し
な
か
っ
た
。
な
お
詳

（
６
）

細
は
拙
稿
ほ
か
を
参
照
さ
れ
た
い
。

「
女
大
学
」
は
、
女
子
が
こ
れ
を
用
い
て
そ
の
内
容
と
な
す
条
々

を
身
に
つ
け
る
の
と
同
時
に
、
文
字
の
手
習
い
に
役
だ
ち
、
巻
首
、

頭
書
、
巻
末
に
女
子
の
教
養
・
技
芸
に
つ
い
て
の
記
事
を
収
録
し
て

あ
る
。
始
祖
と
な
り
原
型
と
な
っ
た
の
は
、
享
保
元
年
（
一
七
二
◇

（
皿
）

の
「
女
大
学
宝
箱
」
で
、
女
大
学
と
い
え
ば
普
通
、
こ
れ
を
指
す
。

の
「
女
大
学
」
と
貝
原
益
軒
撰
の
「
教
二
女
子
一
法
」
と
の
比
較

「
女
大
学
」
の
撰
者
は
、
貝
原
益
軒
で
あ
る
と
す
る
説
が
古
く
か

ら
流
布
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
益
軒
撰
「
和
俗
童
子
訓
」
の
巻
之
五

と
し
て
収
め
ら
れ
て
い
る
「
教
二
女
子
一
法
」
の
一
部
と
殆
ん
ど
同
文

久
武
綾
子
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か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
詳
細
に
比
較
す
る
と

「
女
大
学
」
は
「
教
二
女
子
一
法
」
に
表
明
さ
れ
て
い
た
人
間
の
価
値

平
等
観
を
完
全
に
捨
象
し
、
男
女
の
別
、
五
疾
の
条
を
力
説
し
て
い

（
ｕ
）
（
吃
）

る
。
こ
こ
で
は
紙
幅
の
都
合
で
比
較
す
る
表
は
省
く
。

の
「
女
大
学
」
に
お
け
る
女
子
教
育
要
旨

「
女
大
学
」
で
強
調
し
て
い
る
面
は
「
家
族
関
係
」
と
「
家
庭
経

営
」
の
二
つ
の
面
に
集
約
さ
れ
よ
う
。
「
家
族
関
係
」
の
面
で
は
、

つ
ま
し
く
分
限
に
従
っ
て
家
を
保
ち
、
と
く
に
下
女
を
使
う
に
心
せ

よ
、
と
い
っ
て
い
る
。

の
「
女
大
学
」
と
関
連
教
科
（
修
身
・
国
語
・
家
事
）
と
の
比

較
下
に
示
す
表
１
に
「
女
大
学
」
各
条
文
の
主
な
も
の
と
そ
の
関
連

教
科
の
位
置
づ
け
を
表
示
し
た
。

以
上
、
江
戸
末
期
お
よ
び
明
治
初
期
に
女
子
の
読
本
兼
習
字
用
教

科
書
と
し
て
使
用
さ
れ
た
「
女
大
学
」
は
、
表
１
に
よ
る
と
そ
の
題

材
か
ら
、
明
治
期
で
は
修
身
害
や
国
語
教
科
書
で
と
り
入
れ
ら
れ
て

い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
さ
ら
に
教
科
書
内
容
を
各
々
教
科
書
に
よ
っ

て
調
査
す
る
と
、
「
女
大
学
」
を
下
書
に
し
た
い
わ
ば
女
大
学
小
学

（
過
）

生
版
と
い
う
べ
き
も
の
も
承
ら
れ
た
。

な
お
内
助
の
功
と
し
て
よ
く
例
示
さ
れ
る
国
語
教
科
書
の
「
山
内

一
豊
の
妻
」
の
話
は
、
妻
の
持
参
金
で
夫
の
馬
を
買
っ
た
の
で
あ
る

か
ら
、
現
行
法
の
特
有
財
産
（
民
法
七
六
二
条
一
項
）
に
該
当
し
よ

う
。
し
た
が
っ
て
「
女
大
学
」
に
い
う
分
に
応
じ
た
家
庭
経
営
法
と

は
趣
旨
を
異
に
す
る
。

か
た
ち

２
条
嗽
州
崎
畦
り
心
の
勝
っ
て
い
る
昭
和
八
年
ｌ
高
等
科

巻
一
、
夫
婦

婦
人
は
夫
を
主
君
と
し
て
つ
か

昭
和
八
年
ｌ
高
等
科

６
条
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
怖
教

巻
二
女
子
用
夫
婦

の
教
え
で
あ
る

女
子
は
、
生
家
の
親
よ
り
舅
・

昭
和
八
年
ｌ
高
等
科

５
条
姑
に
孝
養
を
つ
く
す
べ
き
で
あ

巻
一
女
子
用
舅
姑

る

昭
和
八
年
ｌ
高
等
科

加
条
哨
沈
眼
献
峨
瓢
剛
陥
舩
肌
い
よ
巻
一
女
子
用
貞
操

明
治
三
三
年
巻
六

９
条
言
葉
の
つ
つ
し
み
に
つ
い
て
＊
礼
儀
の
項
目
明
治
三
三
年
巻
六

｜

略
条
加
か
岫
伽
貯
姓
家
の
親
よ
り
も
昭
和
八
年
ｌ
高
等
科

巻
一
女
子
用
切
姑

明
治
四
三
年
’
四
年

ｎ
条
霞
撫
浄
巨
眺
加
瞭
汕
船
棚
卵
縦
に
＊
倹
約
の
項
目

山
内
一
豊
の
妻

四
条
棚
は
天
に
仮
え
、
女
に
地
に
象

＊
男
女
の
項
目

（
家
事
）
昭
和
八
年
ｌ

Ⅳ
条
妻
が
家
の
中
で
務
む
く
き
こ
と
＊
男
女
の
項
目

高
等
科
女
子
と
家
事

表
１
「
女
大
学
」
と
関
連
教
科
（
修
身
・
国
語
・
家
事
）
の
題
材

女
大
学
条
文
要
旨
（
主
要
な
条
文
）
｜
修
身
一
国
語
（
家
事
）

＊
唐
沢
富
太
郎
恥
教
科
書
の
歴
史
付
録
第
一
表
五
期
国
定
修
身
教
科
書

に
現
わ
れ
た
道
徳
内
容
の
分
析
の
項
目
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Ｄ
「
忠
孝
一
致
」
思
想
の
成
立
過
程

江
戸
時
代
か
ら
明
治
初
年
に
お
け
る
道
徳
教
育
の
「
孝
」
が
「
忠

孝
一
致
」
と
な
っ
た
経
緯
を
た
ど
り
、
そ
の
社
会
的
背
景
を
考
察
す

る
。
そ
れ
に
よ
る
と
為
政
者
の
家
族
に
対
す
る
考
え
方
が
解
明
さ
れ

」
‐
｛
』
ハ
ノ
Ｏ

り
く
ゆ
え
ん
ぎ
た
い
い

㈹
六
諭
行
義
大
意
と
庶
民
教
育

（
皿
）
（
巧
）

江
戸
時
代
の
「
教
育
勅
語
」
と
も
い
う
べ
き
『
六
諭
術
義
大
意
』

は
、
そ
の
説
く
と
こ
ろ
の
第
一
は
孝
行
で
あ
る
。
そ
し
て
上
下
的
親

子
関
係
を
根
本
原
理
と
し
、
そ
れ
か
ら
人
間
関
係
を
演
鐸
し
た
も
の

（
妬
）

で
、
そ
の
原
理
は
明
治
以
後
の
社
会
に
も
生
き
続
け
、
近
代
教
科
書

も
そ
の
原
理
を
受
け
継
い
だ
。
こ
れ
は
成
人
庶
民
に
読
ま
せ
る
目
的

で
享
保
七
年
（
一
七
一
三
）
刊
行
の
幕
府
公
教
育
政
策
上
の
教
科
書

（
咽
）

で
あ
る
。

②
「
学
制
」
下
の
道
徳
教
育

江
戸
時
代
、
武
士
の
教
育
は
四
書
五
経
な
ど
の
古
典
に
基
づ
く
儒

学
に
よ
っ
て
行
わ
れ
、
庶
民
で
は
寺
子
屋
の
師
匠
が
頌
布
し
た
「
六

諭
術
義
大
意
」
に
よ
り
、
ま
た
「
実
語
教
」
「
童
子
教
」
な
ど
の
教

（
Ⅳ
）

訓
書
が
使
わ
れ
儒
学
中
心
の
道
徳
教
育
が
行
わ
れ
た
。
こ
れ
に
対

し
、
「
学
制
」
に
お
け
る
道
徳
教
育
は
、
こ
れ
ら
儒
学
中
心
の
道
徳

二
戦
前
の
教
科
書
に
み
ら
れ
る
「
家
族
像
」

教
育
を
排
除
し
、
欧
米
流
の
近
代
市
民
道
徳
を
育
成
し
よ
う
と
し
た

（
焔
）

が
、
個
人
の
自
由
・
平
等
を
基
本
と
し
た
道
徳
は
、
民
情
を
無
視
し

た
も
の
と
し
て
厳
し
い
追
求
が
高
ま
っ
た
。
そ
こ
で
道
徳
教
育
の
充

実
強
化
、
す
な
わ
ち
伝
統
的
な
儒
教
主
義
で
あ
る
仁
義
忠
孝
を
望
む

（
四
）

動
き
が
強
ま
っ
た
。

③
教
学
大
旨
と
修
身
教
科
書

儒
教
主
義
の
道
徳
教
育
を
押
し
進
め
、
教
育
政
策
の
転
換
は
、
天

皇
側
近
の
儒
学
者
た
ち
に
よ
っ
て
図
ら
れ
、
明
治
一
二
年
、
天
皇
み

ず
か
ら
の
聖
旨
「
教
学
大
旨
」
が
国
民
教
育
の
基
本
と
し
て
宣
言
さ

（
四
）

れ
た
。
「
教
学
大
旨
」
に
は
、
わ
が
国
の
教
育
の
根
本
精
神
は
仁
義

（
岨
）

忠
孝
を
明
ら
か
に
す
る
の
が
本
旨
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
文
部
省
の

「
小
学
修
身
書
（
明
治
一
六
年
）
」
は
、
主
に
東
洋
の
古
典
か
ら
格
言
名

句
を
選
ん
で
集
録
し
た
も
の
で
、
仁
義
忠
孝
を
中
心
と
す
る
儒
教
主

（
別
）

義
の
思
想
で
貫
か
れ
て
い
る
。

（
型
）

な
お
修
身
教
授
法
は
〃
熟
読
暗
記
セ
シ
ム
〃
と
さ
れ
、
児
童
・
生

徒
の
精
神
的
発
達
や
主
体
的
理
解
は
問
題
視
さ
れ
な
か
っ
た
。
こ
の

こ
と
は
修
身
科
だ
け
で
な
く
教
科
書
を
絶
対
視
す
る
立
場
か
ら
教
科

書
を
無
批
判
に
学
ば
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
『
教
科
書
が
日

（
躯
）

本
人
を
作
っ
た
』
と
い
わ
れ
る
。

側
教
育
勅
語
と
忠
孝

あ
り
の
り

森
有
礼
文
相
の
学
制
改
革
の
後
、
国
家
主
義
思
想
に
よ
っ
て
教
育
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全
般
を
統
括
す
る
傾
向
が
強
く
な
っ
た
。
明
治
一
三
年
に
大
日
本
帝

国
憲
法
が
発
布
さ
れ
、
わ
が
国
も
近
代
国
家
の
体
制
を
整
え
よ
う
と

し
つ
つ
あ
る
と
き
、
教
育
に
つ
い
て
も
そ
の
根
元
が
問
題
と
さ
れ
、

明
治
二
三
年
一
○
月
二
三
日
、
「
教
育
二
関
ス
ル
勅
語
」
が
発
布
さ

（
認
）

れ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
天
皇
制
近
代
国
家
を
形
成
す
る
と
い
う

大
前
提
の
も
と
に
王
道
政
治
を
理
想
と
す
る
儒
教
主
義
と
立
憲
君
主

（
型
）

義
と
の
妥
協
の
う
え
に
成
立
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
そ
の

（
皿
）

内
容
に
も
反
映
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
「
忠
孝
」
を
道
徳
の
根
本
に

置
く
こ
と
が
「
国
体
ノ
精
華
」
「
皇
祖
皇
宗
ノ
遺
訓
」
で
あ
り
、
こ

こ
に
「
教
育
ノ
淵
源
」
が
あ
る
と
し
、
こ
の
基
盤
に
立
っ
て
実
践
す

べ
き
徳
目
と
し
て
「
父
母
ニ
孝
二
：
…
・
」
と
い
う
儒
教
倫
理
的
私
徳

と
、
「
国
憲
ヲ
重
シ
国
法
二
連
上
」
と
い
う
立
憲
主
義
的
公
徳
と
の

両
者
を
配
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
こ
の
両
者
の
徳
目
を
忠
孝
と
い

う
原
理
で
統
合
し
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
家
族
主
義
的
道
徳
観
が

（
皿
）

み
ら
れ
る
、
と
い
う
。

教
育
勅
語
の
影
響
を
最
も
表
し
た
の
が
修
身
教
科
書
で
、
検
定
時

代
（
明
治
一
九
２
三
六
年
）
の
そ
の
内
容
の
構
成
は
、
そ
の
う
ち
明
治

二
五
’
三
二
年
ご
ろ
ま
で
は
、
教
育
勅
語
の
徳
目
を
あ
げ
て
そ
の
説

く
く
ｆ
り
く
ノ
、
く
Ｊ
、
ｆ
り
く
Ｊ
１
く
く
ノ
（
弱
）

明
に
例
話
や
寓
話
が
用
い
ら
れ
る
と
い
う
徳
目
基
本
主
義
で
あ
っ
た

の
が
、
三
三
年
ご
ろ
か
ら
童
話
や
模
範
的
人
物
の
伝
記
を
扱
い
そ
の

中
に
勅
語
の
徳
目
を
入
れ
る
人
物
基
本
主
義
に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ

（
妬
）

た
。
こ
れ
は
ヘ
ル
バ
ル
ト
学
派
の
影
響
で
あ
る
。

（
妬
）

教
科
書
事
件
の
結
果
、
検
定
制
度
の
維
持
が
困
難
と
な
り
、
国
定

（
妬
）

制
度
が
明
治
三
六
年
か
ら
実
施
さ
れ
た
。
国
定
時
代
の
明
治
三
六
年

＊
ｊ
く
ノ
ー
く
ノ
ー
く
ノ
ー
く
ノ
ー

の
Ｉ
期
国
定
修
身
書
は
教
育
勅
語
の
趣
旨
に
基
づ
き
徳
目
基
本
主
義

（
”
）

と
人
物
基
本
主
義
と
の
長
所
を
と
っ
た
編
纂
方
針
で
あ
る
。
こ
の
国

定
Ｉ
期
の
教
科
書
は
、
内
容
体
裁
と
も
に
教
科
書
近
代
化
へ
の
大
き

（
邪
）

な
歩
永
を
み
せ
て
い
る
。

＊
ｊ
く
Ｊ
、
ｆ
ｈ
ｆ
ｌ
ｔ
Ｊ
、
く
Ｊ
１

こ
れ
に
対
し
て
明
治
四
三
年
よ
り
の
Ⅱ
期
国
定
修
身
書
は
、
日
露

戦
争
後
の
国
粋
主
義
思
想
の
影
響
も
あ
っ
て
Ｉ
期
の
近
代
的
性
格
は

後
退
し
た
。
す
な
わ
ち
国
家
は
家
族
の
拡
大
し
た
も
の
で
あ
る
と
す

る
家
族
国
家
観
に
基
づ
く
家
族
主
義
道
徳
が
忠
孝
を
中
心
に
強
調
さ

（
羽
）

れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

＊
明
治
三
七
年
か
ら
の
国
定
教
科
書
は
、
昭
和
二
○
年
ま
で
四
回
の
改

（
羽
）

訂
が
行
わ
れ
次
の
よ
う
に
五
期
に
区
分
さ
れ
る
。

＊
Ｉ
期
明
治
三
七
’
四
二
年
（
明
治
三
一
’
三
六
年
生
れ
）

資
本
主
義
興
盛
期
に
お
け
る
比
較
的
近
代
的
教
科
書

＊
Ⅱ
期
明
治
四
三
ｌ
大
正
六
年
（
明
治
三
七
’
四
三
年
生
れ
）

家
族
国
家
観
に
基
づ
く
帝
国
主
義
段
階
の
教
科
書

Ⅲ
期
大
正
七
ｔ
昭
和
七
年
（
明
治
四
四
ｔ
昭
和
元
年
生
れ
）

大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
期
の
教
科
書

Ⅳ
期
昭
和
八
２
昭
和
一
五
年
（
昭
和
二
ｌ
昭
和
九
年
生
れ
）

フ
ァ
シ
ズ
ム
強
化
の
教
科
書
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Ｖ
期
昭
和
一
六
２
昭
和
二
○
年
（
昭
和
一
○
ｔ
昭
和
一
四
年
生

れ
）
決
戦
体
制
下
の
軍
事
的
教
科
書

⑤
国
定
教
科
書
と
忠
君
愛
国

「
孝
〈
親
ヲ
安
ン
ズ
ル
ョ
リ
大
イ
ナ
ル
ハ
ナ
シ
」
と
い
う
格
言

が
、
国
定
修
身
教
科
書
の
う
ち
、
四
回
も
表
れ
て
い
る
こ
と
が
示
す

（
鋤
）

よ
う
に
、
修
身
教
科
書
は
「
孝
」
が
基
本
的
な
構
成
原
理
で
あ
っ

た
。
こ
の
「
孝
」
が
「
報
恩
」
と
結
び
つ
い
て
社
会
に
お
け
る
擬
制

的
な
家
族
主
義
が
拡
大
さ
れ
て
「
忠
君
愛
国
」
の
形
を
と
る
に
至
る

（
鋤
）

の
で
あ
る
。
こ
の
「
忠
君
愛
国
」
の
題
材
が
表
れ
る
の
は
国
定
Ⅱ
期

（
明
治
四
三
年
２
）
か
ら
で
あ
る
。
国
定
Ｉ
期
（
明
治
三
七
年
！
）
で

は
「
あ
い
こ
く
」
と
「
ち
ゅ
－
く
ん
」
と
な
っ
て
い
た
の
が
Ⅱ
期
で

（
鉦
）

は
「
忠
君
愛
国
」
と
な
る
。

註
忠
君
愛
国
と
い
う
と
、
「
シ
ン
デ
エ
｝
ラ
ッ
。
ハ
ヲ
ク
チ
ヵ
ラ
ハ
ナ
シ
マ

セ
ン
デ
シ
タ
」
と
い
う
キ
グ
チ
コ
ヘ
イ
の
教
材
を
想
い
浮
か
べ
る
人
も

多
い
と
思
わ
れ
る
。
ち
な
ゑ
に
木
口
小
平
が
教
材
と
し
て
登
場
す
る
の

は
国
定
Ｉ
期
（
明
治
三
六
年
ｌ
）
か
ら
Ⅳ
期
（
昭
和
八
年
！
）
ま
で
四

回
あ
る
。
具
体
的
に
は
明
治
三
一
年
生
ま
れ
の
者
は
小
学
校
二
年
生
の

と
き
「
ユ
ウ
キ
」
の
教
材
と
し
て
「
キ
グ
チ
コ
ヘ
イ
ハ
ラ
ッ
パ
ヲ
ク
チ

ニ
ア
テ
タ
マ
マ
シ
ン
デ
イ
マ
シ
タ
」
と
し
て
習
っ
た
が
、
明
治
四
四
年

生
ま
れ
以
降
に
な
る
と
、
一
年
生
の
と
き
「
チ
ウ
ギ
」
の
教
材
と
し
て

「
キ
グ
チ
コ
ヘ
イ
ハ
テ
キ
ノ
タ
言
一
ア
タ
リ
マ
シ
タ
ガ
シ
ン
デ
モ
ラ
ッ

（
犯
）

パ
ヲ
ク
チ
カ
ラ
ハ
ナ
シ
マ
セ
ン
デ
シ
タ
」
と
い
う
よ
う
に
改
め
ら
れ
た

語
句
で
習
い
、
後
者
の
方
が
人
口
に
贈
灸
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
忠
君
愛
国
の
題
材
が
国
定
Ⅱ
期
の
修
身
書
に
多
く
な
る

の
は
何
故
か
、
と
い
う
と
、
そ
れ
は
明
治
三
○
年
代
か
ら
四
○
年
代

に
漸
く
資
本
主
義
の
矛
盾
が
露
呈
さ
れ
、
こ
れ
を
ど
う
解
決
す
る
か

が
問
題
と
な
っ
た
。
こ
れ
を
二
宮
金
次
郎
に
承
ら
れ
る
報
恩
（
天
地

の
恩
、
君
恩
、
祖
先
の
恩
）
と
か
、
報
徳
と
い
う
封
建
的
倫
理
に
よ
っ

（
羽
）

て
社
会
的
矛
盾
を
解
決
し
よ
う
と
し
た
と
い
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
社

会
体
制
の
矛
盾
か
ら
く
る
不
幸
を
金
次
郎
の
よ
う
に
報
徳
精
神
が
あ

っ
た
な
ら
ば
こ
う
な
ら
な
か
っ
た
と
、
不
幸
の
心
理
的
解
決
法
に
支

配
者
階
級
は
役
立
た
せ
た
か
ら
で
あ
る
。
ゆ
え
に
報
徳
精
神
は
支
配

（
狐
）

者
階
級
に
と
っ
て
恰
好
な
教
え
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
「
孝
」
と

「
報
恩
」
が
結
び
つ
い
た
「
忠
君
愛
国
」
の
題
材
は
、
修
身
書
の
木

口
小
平
お
よ
び
修
身
と
国
語
教
科
書
に
頻
出
す
る
乃
木
大
将
と
広
瀬

中
佐
に
承
ら
れ
る
。
そ
れ
ら
は
二
宮
金
次
郎
が
軍
人
に
変
身
し
た
姿

（
認
）

と
い
う
。

な
お
、
上
述
の
「
報
恩
」
で
あ
る
が
国
定
Ⅳ
期
（
昭
和
八
年
２
）

の
、
修
身
巻
六
の
「
祖
先
と
家
」
に

「
我
等
は
か
や
う
に
深
い
祖
先
の
恩
を
受
け
て
生
活
し
て
い
る

の
で
す
。
此
の
恩
を
感
謝
し
、
祖
先
を
あ
が
め
尊
び
、
家
の
繁

栄
を
は
か
る
の
は
、
自
然
の
情
で
あ
り
、
又
我
が
国
古
来
の
美

風
で
あ
り
ま
す
．
．
…
・
」
が
あ
る
。

－83－



こ
の
教
材
は
、
そ
の
前
の
修
身
書
で
は
「
人
の
道
」
で
あ
っ
た
の

が
「
我
が
国
古
来
の
美
風
」
に
変
わ
り
、
さ
ら
に
は
こ
れ
を
「
忠
君

（
弱
）

愛
国
」
と
結
び
つ
け
て
い
る
。

⑥
忠
孝
一
致
と
家
族
国
家
観

国
定
Ｉ
期
の
修
身
教
科
書
に
対
し
て
各
方
面
か
ら
の
批
判
が
あ

り
、
そ
れ
を
受
け
て
改
訂
さ
れ
た
Ⅱ
期
の
教
科
書
で
は
、
国
民
道
徳

（
妬
）

が
強
化
さ
れ
、
家
族
的
倫
理
が
重
視
さ
れ
る
に
至
り
、
高
等
科
二
年

の
教
科
書
で
、
〃
忠
孝
一
致
〃
の
題
材
を
あ
げ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
「
我
が
国
は
家
族
制
度
を
基
礎
と
し
国
を
挙
げ
て

Ｉ
一
大
家
族
を
成
す
も
の
に
し
て
、
皇
室
は
我
等
の
宗
家
な
り
、

我
等
国
民
は
子
の
父
母
に
対
す
る
敬
愛
の
情
を
以
て
万
世
一
系

の
皇
位
を
崇
敬
す
。
是
を
以
て
忠
孝
は
一
に
し
て
相
分
れ
ず

…
…
忠
孝
の
一
致
は
実
に
我
が
国
体
の
特
色
な
り
」

と
説
明
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
「
忠
」
と
い
う
天
皇
へ
の
奉
公
も

「
孝
」
と
い
う
私
的
な
親
へ
の
奉
仕
も
共
に
一
大
家
族
と
い
う
都
合

の
よ
い
論
理
の
中
に
包
ん
で
、
そ
こ
で
一
致
さ
せ
よ
う
と
す
る
の
で

（
妬
）

あ
る
。
こ
の
家
族
国
家
観
は
、
天
皇
制
国
家
と
い
う
支
配
体
制
を
支

え
る
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
国
民
と
天
皇
と
の
関

係
を
図
示
す
る
と
左
の
よ
う
に
な
る
。

皿
圭
‐
臣
‐
民
Ａ
芸
‐
零
Ｂ

す
な
わ
ち
Ａ
の
上
下
関
係
に
あ
り
な
な
が
ら
情
緒
的
に
は
Ｂ
の
よ

う
な
単
純
な
家
族
主
義
的
な
関
係
（
天
皇
の
赤
字
）
に
あ
る
、
と
い
う

こ
と
を
教
え
て
狭
義
の
家
族
的
社
会
か
ら
一
段
拡
大
さ
れ
た
家
族
国

（
師
）

家
の
確
立
を
為
政
者
は
意
図
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
日
本
社
会
の
き
わ
め
て
前
近
代
的
な
人
間
関
係
、
す

な
わ
ち
上
下
関
係
の
社
会
機
構
、
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
に
即
し
て
恩
（
忠

（
洲
）

・
孝
）
を
中
心
と
す
る
倫
理
が
支
配
的
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

な
お
国
定
Ⅳ
期
（
昭
和
八
年
！
）
、
高
等
科
巻
二
の
修
身
教
科
書
の

「
忠
孝
一
致
」
の
教
材
で
は
、

「
忠
孝
は
我
が
国
道
徳
の
大
本
で
忠
を
離
れ
て
孝
は
存
し
な
い

の
で
あ
る
。
忠
孝
の
一
致
は
実
に
我
が
優
絶
な
国
体
に
本
づ
い

て
生
ま
れ
て
来
た
美
風
で
あ
る
」

と
説
明
し
て
い
る
。
し
か
し
、
何
故
そ
う
な
の
か
、
そ
の
理
由
に
は

ふ
れ
て
い
な
い
が
、
私
見
に
よ
る
と
、
す
な
わ
ち
、

そ
も
そ
も
忠
と
孝
は
、
次
元
を
異
に
す
る
道
徳
で
あ
る
が
、
そ
れ

を
止
揚
す
る
も
の
は
何
か
と
い
う
と
、
そ
れ
は
帝
国
主
義
、
超
国
家

主
義
に
よ
る
戦
争
遂
行
の
た
め
の
国
民
教
育
で
あ
っ
た
と
い
え
よ

う
。
そ
の
社
会
的
背
景
や
思
想
を
考
え
る
と
、
『
菊
と
刀
』
に
い
わ

＊
（
犯
）

れ
る
〃
恥
の
文
化
〃
が
そ
の
底
流
と
し
て
存
在
し
て
い
る
の
で
は
な

か
ろ
う
か
。
そ
の
こ
と
は
次
に
挙
げ
る
「
忠
孝
一
致
」
思
想
の
教
材

に
も
そ
れ
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
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（
羽
）

＊
恥
の
文
化
戦
陣
訓
（
昭
和
一
六
年
、
一
月
八
日
、
全
陸
軍
に
示
達

さ
れ
た
戦
陣
道
義
高
揚
の
訓
諭
）
に
は
、
『
生
き
て
虜
囚
の
辱
め
を
受

け
ず
』
と
教
え
た
の
で
戦
争
で
生
き
恥
を
さ
ら
す
の
は
、
不
孝
で
あ
る

（
羽
）

う
。
な
お
「
忠
孝
一
致
」
に
つ
い
て
は
渡
辺
行
郎
氏
の
論
考
が
あ
る

が
、
こ
こ
で
は
、
紙
幅
の
都
合
で
割
愛
す
る
。

の
「
忠
孝
一
致
」
思
想
と
そ
の
教
材

川
「
楠
木
正
成
父
子
」
ま
た
は
「
そ
の
母
」

表
２
「
楠
木
正
成
父
子
」
ま
た
は
「
楠
木
正
行
と
そ
の
母
」
の
教
材
と
し

て
の
位
置
づ
け

港
ゞ
〃
｜
□
ゞ
｜
歴
史
（
星
一

Ⅳ
期

Ⅱ
期
雅
倍
謝
」

I

期
Ⅲ
期

「
楠
木
正
成
父
子
」
ま
た
は
「
そ
の
母
」
が
「
忠
孝
一
致
」
の
教

巻
四

「
ち
ゅ
－
ノ
、
ん
」

巻
六

「
忠
」

「
孝
」

巻
六

「
忠
孝
」

口
高
等
科
二
年

（
樅
や
褐
）

楠
木
正
行
と

そ
の
母

四
年

「
楠
木
正
行
」

登
場
せ
ず

（
本
文
参
照
）

国
史
上
巻

「
楠
木
正
成
」

日
本
歴
史巻

一

「
南
北
朝
」

日
本
歴
史巻

二

「
南
北
期
」

国
史
上
巻

「
楠
木
正
成
」

六
年

「
楠
木
正

成
新
田
」

習
字

「
桜
井
の
わ

か
れ
」

四
年

＊唱
歌
は
Ｉ
期

が
明
治
四
四

年
１
昭
和
六

年
。

Ⅱ
期
（
昭
和

七
年
ｌ
）
に

は
〃
桜
井
の

わ
か
れ
″
は

な
い
。

＊唱
歌
（
音
楽
）

忠
義
を
尽
す
の
が
孝
行
で
あ
る
」
と
、
そ
の
子
正
行
を
諭
し
、
父
の

討
死
を
知
っ
た
正
行
が
自
害
し
よ
う
と
し
た
と
き
母
が
諫
め
た
話
が

登
場
す
る
。
こ
れ
は
『
忠
臣
〈
孝
子
ノ
門
一
一
出
ヅ
』
の
格
言
を
衆
知

せ
し
め
る
教
材
で
、
修
身
害
に
も
国
語
科
、
歴
史
書
に
も
あ
り
、
音

楽
で
も
そ
れ
が
テ
ー
マ
の
小
学
唱
歌
（
桜
井
の
わ
か
れ
）
が
あ
る
。
上

（
鉛
）

掲
表
２
は
、
そ
れ
ら
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
修
身
、
国
語
に
お
け
る
題
材
を
習
字
で
は
字
を
練
習

し
た
り
唱
歌
で
歌
う
の
は
、
国
定
教
科
書
な
ら
で
は
と
い
え
る
。
樋

口
勘
次
郎
氏
は
、
そ
れ
は
統
合
主
義
に
よ
る
教
授
法
と
い
う
。
氏
に

よ
る
と
そ
れ
は
、
ヘ
ル
バ
ル
ト
派
の
よ
う
な
管
理
的
な
の
と
は
反
対

（
虹
）

の
意
見
と
い
う
。

②
三
太
郎
や
あ
い
」

こ
の
題
材
は
国
定
Ⅲ
期
の
国
語
科
で
上
述
の
「
楠
木
正
行
と
そ
の

母
」
に
代
っ
て
登
場
す
る
。
日
露
戦
争
の
と
き
御
用
船
で
出
征
す
る

息
子
一
太
郎
に
「
一
太
郎
や
あ
い
・
・
・
い
る
な
ら
鉄
砲
あ
げ
ろ
」
「
う

ち
の
こ
と
は
し
ん
ぱ
い
す
る
な
。
天
子
様
に
よ
く
御
ほ
う
こ
う
す
る

（
“
）

の
だ
よ
・
・
・
…
」
と
叫
ん
だ
老
母
の
実
話
で
、
や
は
り
忠
孝
一
致
の
軍

国
の
母
の
姿
が
美
談
と
し
て
と
り
あ
げ
ら
れ
た
。

③
水
兵
の
母

こ
れ
は
日
清
戦
役
の
と
き
『
水
兵
が
母
か
ら
来
た
手
紙
「
…
… Ｉ

材
と
し
て
足
利
尊
氏
と
の
戦
い
で
負
戦
と
な
っ
た
父
正
成
が
「
君
に
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何
の
た
め
に
は
出
で
候
ぞ
、
一
命
を
捨
て
て
、
君
の
御
恩
に
報

ゆ
る
た
め
に
候
は
ず
や
…
…
そ
な
た
が
、
あ
っ
ぱ
れ
な
る
て
が

ら
を
立
て
候
や
う
と
心
願
に
候
。
母
も
人
間
な
れ
ば
、
我
が
子

に
く
し
と
は
つ
ゆ
思
ひ
申
さ
ず
。
如
何
ば
か
り
の
思
に
て
此
の

手
紙
を
し
た
た
め
し
か
、
よ
く
よ
く
お
察
し
下
さ
れ
た
く
候
」

を
読
み
な
が
ら
泣
い
て
い
る
の
を
通
り
か
か
っ
た
某
太
尉
が

「
時
来
ら
ぱ
お
互
に
目
ざ
ま
し
い
働
き
を
し
て
艦
の
名
を
あ
げ

よ
う
．
：
…
」
と
は
げ
ま
し
た
』
と
い
う
話
で
あ
る
。

こ
の
題
材
は
国
定
Ⅱ
期
か
ら
Ｖ
期
ま
で
の
五
学
年
の
国
語
教
科
書

に
四
回
登
場
す
る
が
、
そ
の
回
数
は
国
定
国
語
教
科
書
中
、
頻
度
は

（
婚
×
“
）

上
位
二
位
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
「
水
兵
の
母
」
を
教
材
と
し
て
記

憶
し
て
い
る
人
が
最
も
多
い
と
い
え
る
。
こ
れ
は
、
日
本
人
に
お
け

る
「
母
」
の
観
念
と
軍
国
日
本
の
庶
民
的
形
態
を
絶
妙
な
論
理
で
つ

く
り
あ
げ
た
傑
作
と
い
わ
れ
、
戦
争
を
支
え
た
女
性
の
姿
が
「
忠
孝

一
本
」
と
い
う
観
念
の
も
と
に
浮
彫
り
さ
れ
た
も
の
で
、
い
か
に
為

政
者
が
「
水
兵
の
母
」
の
よ
う
な
婦
道
の
鑑
た
る
女
性
が
続
出
す
る

の
を
日
本
の
た
め
期
待
し
た
か
は
、
こ
の
教
材
の
登
場
回
数
か
ら
も

う
か
が
え
る
。

こ
の
「
水
兵
の
母
」
に
お
け
る
女
性
像
と
対
照
的
な
の
が
、
与
謝

野
晶
子
が
明
治
三
七
年
に
「
旅
順
口
包
囲
軍
の
中
に
在
る
弟
を
歎
き

て
」
と
い
う
、
か
の
有
名
な
『
君
死
に
た
ま
う
こ
と
な
か
れ
』
で
あ

る
。
晶
子
は
個
人
の
生
命
の
尊
重
を
叫
び
、
人
を
殺
す
戦
争
に
反
対

し
た
が
、
国
を
あ
げ
て
戦
争
を
し
て
い
る
さ
中
に
発
表
し
た
こ
の
詩

が
世
間
か
ら
非
難
さ
れ
た
の
は
当
然
で
あ
る
が
晶
子
は
屈
し
な
か
つ

（
妬
）

た
と
い
う
。

の
「
孝
行
」
と
家
族
関
係

川
戦
時
下
の
孝
行

（
妬
）

「
孝
行
」
に
つ
い
て
は
拙
稿
で
表
出
し
た
が
、
そ
れ
に
よ
っ
て

「
孝
行
」
を
要
約
す
る
と
、
①
父
母
の
心
を
和
ら
げ
る
こ
と
、
②
ょ

つ
か

く
父
母
に
事
え
る
こ
と
、
③
身
を
立
て
家
を
起
こ
す
、
④
孝
に
は
愛

と
敬
と
が
あ
る
、
⑤
孝
は
百
行
の
本
、
⑥
父
母
か
ら
伝
っ
た
財
産
を

失
わ
な
い
、
⑦
忠
孝
一
本
、
の
よ
う
に
な
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
昭
和
八

（
灯
）

年
か
ら
の
国
定
Ⅳ
期
で
は
、
と
く
に
孝
行
が
「
国
の
た
め
…
…
」
と

国
家
中
心
へ
と
な
っ
て
い
る
の
に
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。

②
平
重
盛
の
場
合

巷
間
「
忠
な
ら
ん
と
欲
す
れ
ば
孝
な
ら
ず
…
…
」
と
歎
い
た
と
い

わ
れ
る
「
平
重
盛
」
に
つ
い
て
歴
史
の
教
科
書
で
は
ど
の
よ
う
に
扱

（
妃
）
（
⑲
）

っ
て
い
る
か
を
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
国
定
Ｉ
期
で
は
尋
常
小
学
歴
史

上
巻
の
「
平
清
盛
」
の
中
で
『
重
盛
父
を
い
ざ
む
』
と
あ
り
、
Ⅱ
期

で
は
や
は
り
「
平
清
盛
」
の
中
で
『
重
盛
は
忠
孝
の
心
の
厚
き
人
な

り
き
・
：
…
清
盛
の
不
法
の
行
を
諫
め
し
か
ば
…
…
』
と
あ
る
が
、
Ⅲ

期
に
な
る
と
「
平
重
盛
」
に
改
訂
さ
れ
『
重
盛
が
、
恩
の
中
に
て
最
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も
重
き
は
君
の
御
恩
な
り
…
…
父
上
聞
入
れ
た
ま
は
ず
ぱ
重
盛
兵
を

ひ
き
い
て
法
皇
を
守
り
た
て
ま
つ
る
べ
し
。
．
…
・
・
此
の
御
企
を
と
げ

ん
と
思
召
さ
ば
、
先
ず
重
盛
が
首
を
は
ね
ら
れ
よ
〃
と
。
さ
す
が
の

清
盛
も
此
の
諫
を
聞
い
て
、
い
っ
た
ん
は
思
ひ
と
ど
ま
り
き
。
重
盛

く
く
～
く
く
～
、
～
～
ｌ
く
く
く
く
～
～
ｔ
ｊ
、
く
く
く
く
～
、
ｒ
り
く
く
ノ
ー
く
，
Ｉ
Ｊ
、
Ｊ
１
く
』
（
⑲
）

の
如
き
は
、
ま
こ
と
に
忠
孝
の
道
を
全
う
し
た
る
人
と
い
ふ
く
し
』

と
な
っ
て
お
り
、
重
盛
の
忠
孝
に
つ
い
て
と
り
あ
げ
て
い
る
。
さ
ら

に
Ⅳ
期
で
は
Ⅲ
期
と
同
じ
内
容
で
あ
る
が
口
語
体
と
な
っ
て
い
る
。

な
お
Ｖ
期
も
Ⅳ
期
と
殆
ん
ど
同
文
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
楠
木
正
成
父
子
と
重
盛
の
忠
孝
を
比
較
す
る
と
同
じ
武

家
で
あ
っ
て
も
そ
の
意
義
が
違
う
こ
と
が
わ
か
ろ
う
。

の
家
庭
内
の
教
育

㈹
勤
勉
力
行

国
定
Ｉ
期
１
Ｖ
期
の
五
期
国
定
修
身
教
科
書
で
「
父
母
ニ
孝
二
兄

弟
ニ
友
一
こ
と
教
え
た
教
育
勅
語
の
生
き
た
典
型
と
し
て
二
宮
金
次

（
別
）

郎
が
一
八
課
に
わ
た
り
登
場
し
、
そ
の
頻
度
回
数
の
順
位
は
二
位
で

あ
る
。
彼
は
勤
勉
力
行
の
典
型
と
し
て
明
治
以
後
の
日
本
の
教
育
が

具
体
的
な
国
民
像
と
し
て
描
い
て
来
た
理
想
の
人
物
で
あ
っ
た
。

な
お
勤
勉
力
行
を
職
業
観
と
結
び
つ
け
た
教
材
に
Ⅱ
期
、
Ⅲ
期
の

国
語
科
の
「
カ
ヂ
屋
」
と
小
学
唱
歌
「
村
の
鍛
冶
屋
」
が
あ
る
。

「
村
の
鍛
冶
屋
」
は
親
し
ゑ
易
い
軽
快
な
メ
ロ
デ
ィ
ー
の
た
め
多
く
の

（
副
）

青
少
年
に
愛
唱
さ
れ
た
。
こ
の
文
部
省
唱
歌
は
国
定
Ｉ
期
（
明
治
四
四

（
記
）

年
２
昭
和
六
年
）
か
ら
国
定
Ⅳ
期
（
昭
和
一
三
年
Ｉ
）
で
も
歌
わ
れ
た
。

な
お
最
近
で
も
テ
レ
ビ
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
の
Ｂ
Ｇ
Ｍ
に
使
わ
れ
て
い

た
。
（
こ
の
曲
の
作
曲
者
は
日
本
人
で
あ
る
が
氏
名
は
不
詳
）

②
忍
耐

忍
耐
に
つ
い
て
の
教
育
は
、
修
身
科
で
も
国
語
科
で
も
題
材
と
さ

れ
た
。
か
の
「
お
し
ん
」
は
、
こ
の
時
代
に
育
っ
た
女
性
を
描
い
て

い
る
。
な
お
音
楽
で
も
国
定
Ｉ
期
五
学
年
に
「
忍
耐
」
の
小
学
唱
歌

（
弱
）

が
あ
っ
た
。

③
家
族
心
理
（
親
心
）

国
語
科
の
Ⅲ
期
（
大
正
七
年
２
）
の
三
学
年
に
『
冬
の
夜
』
と
い

（
別
）

う
詩
が
あ
る
。
こ
れ
は
「
親
心
」
の
項
目
に
入
っ
て
い
る
教
材
で
、

き
ぬ

「
と
も
し
火
近
く
衣
ぬ
う
母
は
．
…
：
」
で
始
ま
る
小
学
唱
歌
の
同
題

の
歌
詞
と
同
じ
で
、
二
番
で
は
戦
の
手
柄
を
誇
る
父
親
が
歌
わ
れ
て

（
弱
）

い
る
。
こ
の
唱
歌
は
音
楽
科
Ｉ
期
、
Ⅱ
期
の
三
学
年
の
教
材
で
あ

ヲ
（
》
○

な
お
親
が
子
を
養
育
し
た
恩
を
親
が
老
い
た
と
き
、
子
に
「
恩
返

（
弱
）

し
」
と
し
て
老
親
を
扶
養
す
る
の
が
親
孝
行
と
さ
れ
（
川
島
武
宜
氏
の

名
著
『
日
本
社
会
の
家
族
的
構
成
』
の
孝
の
章
で
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
）

親
子
の
心
理
を
支
配
し
た
。
そ
れ
故
「
オ
ン
ヲ
ワ
ス
ル
ナ
」
と
い
う

教
材
は
頻
出
す
る
。

側
言
葉
遣
い
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国
語
教
科
書
に
お
い
て
家
族
員
間
で
交
わ
さ
れ
る
会
話
に
注
目

（
訂
）

し
、
そ
の
中
で
の
呼
称
や
敬
語
の
使
わ
れ
方
を
調
査
し
た
が
、
こ
こ

で
は
そ
れ
を
要
約
し
「
家
族
像
」
を
ゑ
て
承
よ
う
。

ま
ず
家
族
員
間
の
呼
称
で
あ
る
が
、
息
子
や
娘
か
ら
父
親
・
母
親

に
対
す
る
呼
称
は
、
国
定
期
全
期
を
通
じ
「
お
と
う
さ
ん
」
「
お
か
あ

さ
ん
」
が
圧
倒
的
に
多
く
、
兄
姉
に
対
し
て
も
「
お
に
い
さ
ん
」
「
お

ね
え
さ
ん
」
が
多
い
。
な
お
Ⅲ
期
（
大
正
七
年
２
）
ま
で
は
両
親
が
子

ど
も
を
呼
ぶ
時
、
呼
び
捨
て
に
し
て
い
る
の
に
Ⅳ
期
（
昭
和
八
年
！
）

で
は
母
親
は
○
○
さ
ん
と
、
敬
称
を
つ
け
る
よ
う
に
な
り
、
時
代
と

性
差
が
承
ら
れ
た
。

①
祖
先
と
家

こ
こ
で
は
「
家
」
の
概
念
と
し
て
、
世
代
を
超
え
て
連
続
す
る
家

族
集
団
の
つ
な
が
り
を
指
す
も
の
と
し
て
規
定
し
た
場
合
、
祖
先
崇

拝
の
題
材
が
ど
の
よ
う
に
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
か
、
修
身
害
に
つ

（
記
）

い
て
拙
稿
で
表
出
し
た
が
こ
こ
で
は
割
愛
し
、
国
語
科
に
つ
い
て
ゑ

て
承
よ
う
。
す
な
わ
ち
国
定
Ⅱ
期
（
明
治
四
三
年
２
）
に
「
家
の
紋
」

が
あ
る
が
、
こ
の
題
材
は
同
じ
時
期
の
文
部
省
唱
歌
で
あ
る
「
家
の

（
弱
）

紋
」
の
歌
詞
と
同
じ
詩
で
あ
る
。
〃
紋
〃
は
封
建
社
会
の
「
家
」
を

（
帥
）

象
徴
し
て
お
り
、
日
本
人
が
冠
婚
葬
祭
に
紋
付
を
着
用
す
る
の
は
、

紋
に
象
徴
さ
れ
る
家
格
、
家
柄
を
誇
示
す
る
も
の
で
「
家
」
制
度
の

名
残
り
が
認
め
ら
れ
る
。

Ｄ
国
語
科
教
科
書
の
場
合

伽
教
科
書
に
お
け
る
最
初
の
題
材

小
学
校
国
語
教
育
に
お
い
て
最
初
の
「
聞
く
」
「
話
す
」
の
学
習

の
た
め
に
ど
の
よ
う
な
題
材
（
さ
し
絵
）
を
設
定
す
る
か
は
、
義
務

教
育
の
最
初
の
段
階
と
し
て
、
ま
た
親
が
子
の
入
学
時
の
教
科
書
に

関
心
を
も
つ
で
あ
ろ
う
と
い
う
家
族
関
係
上
も
重
要
で
あ
る
。
そ
こ

で
教
科
書
を
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
時
代
の
推
移
に
つ
れ
て
以
下
に
示

（
位
）

す
三
’
四
の
型
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

①
入
学
式
に
母
子
で
行
く
型
、
ま
た
は
入
学
当
初
の
教
室
風
景

（
東
京
書
籍
、
学
校
図
書
の
昭
和
二
六
、
二
七
年
検
定
等
）

②
男
の
子
と
女
の
子
が
な
か
よ
し
の
型
（
東
京
書
籍
の
昭
和
二
八
、

二
九
年
、
学
校
図
書
の
二
四
年
、
四
二
、
四
五
年
検
定
等
）

③
動
物
ま
た
は
子
ど
も
が
遊
ん
で
い
る
漫
画
型
（
東
京
書
籍
、
学
校

図
書
の
昭
和
五
四
、
光
村
図
書
の
五
四
、
五
七
年
検
定
）

以
上
の
三
’
四
の
型
の
変
遷
を
承
る
と
①
の
母
子
で
入
学
式
に
行

く
型
は
昭
和
五
○
年
以
降
は
、
共
働
き
夫
婦
の
増
大
に
つ
れ
姿
を
消

し
③
漫
画
型
に
変
わ
る
。
そ
れ
は
、
善
意
に
解
釈
す
る
と
編
集
上
の

気
配
り
と
い
え
よ
う
が
、
そ
の
実
、
商
業
主
義
に
支
配
さ
れ
た
結
果

で
は
な
か
ろ
う
か
…
…
。

三
戦
後
の
教
科
書
に
お
け
る
家
族
像
に
つ
い
て
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②
初
出
の
言
語

小
学
校
国
語
教
育
に
お
い
て
、
そ
の
使
用
教
科
書
に
最
初
に
出
て

（
砲
）

く
る
言
語
は
、
こ
れ
ま
で
例
え
ば
サ
ク
ラ
読
本
と
か
、
い
い
こ
読
本

と
か
い
わ
れ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
教
育
制
度
の
新
古
や
国
語
教
育
の
あ

（
砲
）

り
方
を
知
る
上
で
重
要
な
役
割
を
果
し
て
き
た
。
そ
こ
で
国
語
教
科

（
田
）

書
で
最
初
に
出
て
く
る
言
葉
を
調
べ
た
結
果
、
初
出
の
言
語
に
時
代

の
推
移
が
ふ
ら
れ
る
が
、
分
類
す
る
と
、
は
る
を
さ
ん
、
よ
し
こ
さ

ん
、
お
と
う
さ
ん
、
お
か
あ
さ
ん
と
い
う
よ
う
に
家
族
の
よ
び
か
け

型
と
、
学
校
図
書
の
昭
和
五
七
年
の
、
⑮
⑯
⑯
、
⑥
承
、
う
み
の
う

②
の
よ
う
に
母
音
が
入
っ
て
い
る
型
、
そ
の
他
の
型
が
あ
る
。
教
科

（
“
）

書
白
書
で
は
国
語
科
の
入
門
と
し
て
母
音
型
が
よ
い
と
い
っ
て
い
る

が
、
入
学
当
初
の
し
つ
け
の
面
か
ら
み
る
と
、
「
お
と
う
さ
ん
」
と

か
「
お
は
よ
う
」
が
よ
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
国
語
教
育
で

は
〃
と
う
〃
と
か
、
〃
よ
う
〃
は
長
音
で
あ
る
の
で
適
切
で
な
い
と

（
開
）
１
１
く
～
～
ｊ
ｊ
ｌ
ｌ
く
く
く
～
～
ｊ

い
う
。
そ
こ
で
入
学
当
初
に
お
い
て
家
族
に
対
す
る
言
語
と
し
て
ど

（
“
）

の
よ
う
な
言
葉
が
最
初
に
出
て
く
る
か
を
調
べ
た
の
が
次
の
③
で
あ

る
。

③
家
族
に
対
す
る
初
出
言
語

（
師
）

調
査
の
結
果
、
小
学
校
入
学
当
初
の
児
童
は
、
帰
宅
す
る
と
「
お

か
あ
さ
ん
、
た
だ
い
ま
」
「
○
○
さ
ん
、
お
か
え
り
」
と
い
う
母
親

が
家
に
い
て
、
子
ど
も
を
迎
え
る
母
子
像
が
描
か
れ
て
い
る
。
と
こ

ろ
が
働
く
母
親
が
増
え
る
昭
和
四
○
年
以
降
で
は
、
こ
の
よ
う
な
母

子
像
は
皆
無
と
な
る
。
そ
こ
で
そ
の
後
の
母
子
関
係
を
表
わ
す
初
出

の
言
語
を
調
べ
た
と
こ
ろ
、
東
京
書
籍
で
は
昭
和
五
七
年
検
定
の

「
お
か
あ
さ
ん
と
お
さ
ら
を
あ
ら
い
ま
し
た
。
ぴ
か
ぴ
か
に
な
り
ま

し
た
」
と
い
う
の
が
あ
り
、
あ
ま
り
に
も
〃
い
い
子
″
す
ぎ
る
よ
う

に
思
わ
れ
る
。
ま
た
光
村
図
書
で
は
昭
和
五
四
年
、
五
七
年
検
定
に

「
お
か
あ
さ
ん
か
ら
承
る
と
、
こ
ど
も
の
ゑ
ち
こ
」
と
い
う
の
が
家

族
関
係
を
表
す
言
葉
と
し
て
初
出
す
る
。
こ
の
よ
う
に
教
科
書
会
社

の
編
集
の
方
で
社
会
的
背
量
を
考
慮
し
て
改
訂
し
て
い
る
様
子
が
う

か
が
え
る
。

側
言
葉
遣
い

①
家
族
員
間
の
呼
称
方
法

家
族
員
間
で
の
呼
称
を
会
話
の
中
か
ら
取
出
し
、
年
代
を
お
っ
て

（
師
）

そ
の
違
い
を
み
た
と
こ
ろ
、
検
定
の
古
い
こ
ろ
は
父
と
兄
は
そ
の
子

や
弟
妹
を
呼
び
捨
て
に
し
て
い
る
の
に
対
し
、
母
や
姉
は
、
さ
ん

付
、
ち
や
ん
付
が
多
く
、
家
族
員
間
の
上
下
、
性
差
が
み
ら
れ
た
。

と
こ
ろ
が
昭
和
三
○
年
検
定
以
降
に
な
る
と
母
が
子
を
呼
び
捨
て
に

し
た
り
逆
に
父
と
兄
が
「
ち
ゃ
ん
」
を
付
け
た
り
す
る
例
も
出
て

来
、
親
子
、
兄
弟
姉
妹
の
呼
称
方
法
に
時
代
の
推
移
に
よ
る
違
い
が

承
ら
れ
る
。

②
敬
語
の
使
い
方
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ａ
文
章
中

文
章
の
中
で
祖
父
母
、
父
母
な
ど
目
上
の
人
の
動
作
を
表
す
と

き
、
検
定
年
の
古
い
こ
ろ
は
「
・
…
：
と
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
」
「
．
：
…

し
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
」
と
い
う
よ
う
に
敬
語
が
使
わ
れ
て
い
る

が
、
年
代
が
新
し
く
な
っ
て
く
る
と
「
．
：
…
と
言
い
ま
し
た
」
「
．
：
：
．

（
師
）

し
て
い
ま
す
」
と
な
る
。
こ
の
変
換
の
時
期
を
調
査
し
た
と
こ
ろ
、

だ
い
た
い
昭
和
三
○
年
を
境
と
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

ｂ
会
話
の
中

会
話
の
中
に
お
け
る
言
葉
遣
い
の
変
化
を
み
て
承
る
と
、
前
述
の

述
語
の
よ
う
な
極
端
な
変
換
期
は
ふ
ら
れ
な
い
が
、
そ
の
変
化
の
推

（
師
）

表
３
親
子
の
会
話
中
に
承
ら
れ
る
言
葉
遣
い
の
変
化

事
例
１
東
京
蒋
籍
二
年

昭
和
二
七

二
九

三
五

昭
和
二
九

五
一

検
定
年
一
検
定
番
号
一
学
年
一

検
定
年
一
検
定
番
号
一
会
話
中
の
言
葉
遣
い
（
同
一
題
材
）

事
例
２
東
京
書
籍

二
二
九

｛
ハ
一
一
二
一

二
八
二

二
二
八

二
○
一
五

お
と
う
さ
ん
、
お
ち
や
を
は
こ
ん
で
き
ま
し
た
よ

お
と
う
さ
ん
、
お
ち
や
を
も
っ
て
き
た
よ

お
ち
ゃ
だ
よ
う
、
さ
き
に
か
え
る
よ

二
年
Ⅱ

六
年
上

か
た
を
た
た
い
て
あ
げ
よ
う
か

父
ち
ゃ
ん
、
か
た
を
た
た
い
て
や
ろ
う
か

会
話
中
の
言
葉
遣
い

移
が
上
に
示
す
表
３
に
よ
っ
て
わ
か
る
。

表
に
よ
る
と
、
親
子
関
係
が
タ
テ
の
権
威
主
義
か
ら
ヨ
コ
の
友
愛

関
係
に
変
化
し
た
こ
と
が
示
唆
さ
れ
る
。
し
か
し
、
子
ど
も
の
発
達

段
階
に
お
い
て
、
美
し
い
日
本
語
を
守
り
、
乱
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、

行
き
過
ぎ
に
な
ら
な
い
よ
う
に
し
た
い
も
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
言
葉
遣
い
の
変
化
を
調
査
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

社
会
の
変
動
に
伴
う
家
族
の
変
貌
の
一
端
を
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き

た
。

の
夫
婦
の
役
割
分
担
、
家
族
員
の
役
割
分
担

㈹
国
語
教
科
書
の
場
合

国
語
科
の
教
科
書
は
、
家
庭
科
や
社
会
科
と
違
い
家
庭
そ
の
も
の

を
題
材
と
す
る
の
で
は
な
く
副
次
的
に
家
庭
・
家
族
が
描
か
れ
て
い

（
能
）

る
に
す
ぎ
な
い
が
他
教
科
と
の
比
較
の
た
め
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
家

庭
内
の
仕
事
に
つ
い
て
は
、
昭
和
五
○
年
以
降
で
も
家
事
は
殆
ん
ど

母
が
分
担
し
、
父
が
す
る
の
は
動
植
物
や
子
ど
も
の
世
話
で
役
割
分

担
に
お
い
て
性
差
が
み
ら
れ
る
。
子
ど
も
の
役
割
分
担
に
つ
い
て

も
、
女
の
子
の
方
が
男
の
子
よ
り
家
庭
内
の
仕
事
を
分
担
し
、
女
の

子
は
食
事
作
り
や
後
片
付
け
、
男
の
子
は
動
物
の
世
話
で
、
時
代
の

検
定
年
一
検
定
番
号
一
対
象

昭
和
五
四

〃

四
○
六

〃

父子
↓ ↓
子父
－

ち
え
っ
残
念
、
じ
ゃ
あ
、
お
父
さ
ん
、
や
っ

て
ゑ
て
よ

オ
ッ
ケ
ー

会
話
中
の
言
葉
遣
い
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推
移
と
と
も
に
子
ど
も
の
家
庭
内
仕
事
の
分
担
は
少
な
く
な
り
、
こ

ノ
●
ｌ
く
～
く
ノ
ー
（
船
）

れ
は
手
伝
い
に
も
同
様
な
傾
向
が
み
ら
れ
、
近
年
の
家
庭
生
活
の
変

化
や
学
歴
社
会
に
伴
う
親
の
教
育
態
度
の
あ
り
方
が
反
映
さ
れ
て
い

る
。

②
「
道
徳
」
の
副
読
本

「
道
徳
」
の
副
読
本
で
、
夫
婦
の
役
割
分
担
を
父
母
の
登
場
回
数

（
的
）

に
よ
っ
て
調
査
し
た
結
果
、
母
は
父
の
二
・
八
倍
く
ら
い
登
場
し
て

い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
ま
た
子
ど
も
の
〃
し
つ
け
″
や
世
話
に
登

場
す
る
回
数
も
母
は
父
の
六
倍
以
上
も
あ
り
、
顕
著
な
役
割
分
担
意

識
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

③
社
会
科
教
科
書

教
科
書
で
家
庭
内
の
仕
事
が
家
族
員
で
ど
の
よ
う
に
分
担
さ
れ
て

い
る
か
、
文
章
ま
た
は
さ
し
絵
で
出
て
来
た
の
を
一
回
と
し
て
数
え

（
、
）

て
調
査
集
計
し
た
も
の
の
一
部
を
表
４
と
し
て
下
に
掲
げ
る
。

他
の
調
査
集
計
も
含
め
、
ま
と
め
て
み
る
と
父
親
は
そ
の
分
担
例

が
少
な
く
、
母
親
の
分
担
例
が
多
い
こ
と
が
わ
か
る
。
な
お
社
会
科

で
は
昭
和
四
五
年
こ
ろ
か
ら
共
働
き
家
庭
が
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る

が
、
母
親
が
家
事
の
殆
ん
ど
を
受
け
も
っ
て
い
る
と
い
う
の
が
多
か

っ
た
。
（
表
４
の
大
阪
書
籍
の
調
査
で
は
昭
和
四
五
年
以
降
、
父
親
の
分
担

例
が
多
く
な
っ
て
い
る
の
が
承
ら
れ
る
が
、
東
京
書
籍
の
調
査
で
は
顕
著
な

（
知
）

傾
向
は
み
ら
れ
な
い
）

表－4 仕事分担例 小学校社会科大阪書籍百分率

|子息､ |子､二､ ’ ’’ | ､皇，｜ 〃父忌葦雪 祖母祖父

%| "『%| ， %| ‘，fl
％

皇’ ｜
％

9.3 ｜
％

37.0 100

(54）
昭和28 35.2

10．1 0 3．8’ ’ 100

(79）
5.1 57.0 24.130 〃

13．1 4．9 3．3’ ’ 100

(61)
3.3 60.7 14．842 〃

' ｡‘ ｜ ‘" ｜ ‘ ’’13.6＊ ’ 100

(59）
61.0 10.245 〃

7．1 2．4 0’’ 100

〔42）
69.0 9.545． 48 〃 11．9

’ | '" ｜ , ｜ "‘ ’’’ 100

(48）
12．514．6 58．354， 57 ヶ

＊ 「うちのしごと」で家輌をする父親が描かれ， 1つの単元で8の実数を占めるが，その後この単元はな

くなる。
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家
族
員
の
役
割
分
担
例
と
し
て
は
、
教
科
書
に
あ
げ
ら
れ
て
い
る

（
ね
）

の
を
拙
稿
で
表
出
し
た
。
そ
の
詳
細
は
省
く
が
、
他
の
教
科
と
同

様
、
食
事
・
掃
除
・
洗
濯
・
買
物
等
の
家
事
は
母
親
の
仕
事
で
、
父

親
は
子
ど
も
や
動
植
物
の
世
話
・
ふ
と
ん
の
整
理
等
を
分
担
す
る
例

が
描
か
れ
て
い
る
が
、
そ
の
登
場
回
数
は
、
開
隆
堂
も
東
京
書
籍
も

母
親
が
父
親
の
二
倍
以
上
を
占
め
る
。

家
庭
科
の
教
科
書
が
前
述
の
社
会
科
の
教
科
書
と
違
う
点
は
、
開

隆
堂
・
東
京
書
籍
の
二
社
と
も
共
働
き
の
母
親
が
登
場
す
る
昭
和
四

五
年
以
降
に
祖
母
だ
け
を
登
場
さ
せ
、
祖
父
を
登
場
さ
せ
て
い
な
い

こ
と
で
あ
る
。
家
庭
科
の
教
科
書
で
は
祖
母
は
六
五
’
六
八
歳
の
例

を
あ
げ
て
い
る
が
祖
母
の
配
偶
者
を
仮
に
七
○
歳
と
す
る
と
、
そ
の

平
均
余
命
は
昭
和
四
五
年
で
は
九
・
六
年
、
六
○
年
で
は
一
二
年
あ

る
。
し
た
が
っ
て
教
科
書
の
例
で
は
祖
父
の
生
存
可
能
性
は
高
い

が
、
祖
父
と
登
場
さ
せ
て
い
な
い
の
は
祖
父
は
家
庭
内
の
仕
事
の
役 父

と
こ
ろ
で
社
会
科
で
は
国
語
科
と
違
い
、
家
庭
生
活
に
つ
い
て
指

（
、
）

導
す
る
こ
と
も
小
学
校
一
、
二
年
の
学
習
指
導
要
領
の
目
標
の
中
に

あ
る
の
で
、
国
語
科
に
比
べ
る
と
だ
い
ぶ
現
状
に
合
致
し
て
い
る
よ

う
で
あ
る
。
例
え
ば
昭
和
四
五
年
の
東
京
書
籍
、
五
五
年
の
大
阪
書

籍
で
父
と
母
が
必
要
に
応
じ
て
家
事
を
分
担
す
る
姿
が
描
か
れ
て
い

（
犯
）

る
の
は
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

側
家
庭
科
教
科
書

国
定
教
科
書
の
調
査
に
よ
っ
て
国
民
教
育
の
た
め
特
定
の
題
材
の

も
と
各
教
科
で
ど
の
よ
う
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
組
ま
れ
て
い
た
か
が

わ
か
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
徹
底
し
た
教
育
が
後
世
に
悲
劇
の
胚
胎
を

も
た
ら
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
．
：
：
。
。
と
も
あ
れ
、
「
教
科
書
が

（
理
）

日
本
人
を
作
っ
た
」
と
い
わ
れ
る
が
、
教
育
と
は
恐
ろ
し
い
も
の
で

あ
る
。さ

ら
に
現
行
の
教
科
書
に
承
ら
れ
る
「
家
族
像
」
の
調
査
に
よ
っ

て
、
こ
れ
か
ら
の
「
家
族
」
の
あ
り
方
を
考
え
る
資
料
と
し
て
何
ら

か
の
示
唆
が
得
ら
れ
る
こ
と
と
思
う
。

近
世
、
近
代
お
よ
び
終
戦
ま
で
の
女
子
教
育
の
思
想
的
背
景
と
し

て
の
良
妻
賢
母
主
義
は
、
「
女
大
学
」
を
そ
の
教
科
書
と
し
て
浸
透

さ
れ
た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
近
代
教
育
の
場

で
「
女
大
学
」
の
思
想
が
ど
の
よ
う
な
形
で
行
わ
れ
た
か
を
知
る
の

は
女
子
教
育
上
重
要
で
あ
る
。

割
分
担
が
な
い
か
ら
で
あ
ろ
う
か
．
…
：
。
編
集
者
の
意
識
を
知
り
た

い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
な
お
、
現
行
の
中
学
校
家
庭
科
は
、
保
育
の
領

域
で
家
庭
機
能
に
つ
い
て
ふ
れ
て
い
る
く
ら
い
で
少
な
い
が
、
平
成

元
年
の
指
導
要
領
の
改
訂
で
三
年
後
は
〃
家
庭
生
活
″
の
領
域
を
男

（
洞
）

女
と
も
学
習
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

お
わ
り
に
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引
用
文
献

（
１
）
拙
稿
“
教
科
書
に
ゑ
ら
れ
る
「
家
庭
像
」
ｌ
戦
前
、
小
学
校
国
語

科
教
科
書
の
場
合
ｌ
愛
知
教
育
大
学
（
以
下
、
愛
教
大
）
研
究
報
告
第

珊
輯
（
芸
術
・
保
健
体
育
・
家
政
・
技
術
科
学
）
一
九
八
七
年
、
三
一

’
四
四
頁

（
２
）
拙
稿
”
教
科
書
に
承
ら
れ
る
「
家
族
像
」
ｌ
修
身
教
科
書
の
場
合

ｌ
愛
教
大
研
究
報
告
第
師
輯
（
芸
術
・
保
健
体
育
・
家
政
・
技
術
科
学
）

一
九
八
八
年
五
三
’
六
七
頁

（
３
）
拙
稿
麺
教
科
書
に
ふ
ら
れ
る
「
家
庭
像
」
ｌ
戦
後
・
小
学
校
国
語

科
教
科
書
の
場
合
Ｉ
愛
教
大
研
究
報
告
第
開
輯
（
芸
術
・
保
健
体
育
・

家
政
・
技
術
科
学
）
一
九
八
六
年
、
五
九
２
七
三
頁

（
４
）
拙
稿
恥
教
科
書
に
承
ら
れ
る
「
家
庭
像
」
ｌ
小
学
校
社
会
科
教
科

書
の
場
合
ｌ
愛
教
大
教
科
教
育
セ
ン
タ
ー
研
究
報
告
第
ｎ
号
、
一
九
八

七
年
、
四
一
’
五
二
頁

（
５
）
拙
稿
》
教
科
書
に
ゑ
ら
れ
る
「
家
庭
像
」
ｌ
小
学
校
家
庭
科
教
科

書
の
場
合
、
愛
教
大
教
科
教
育
セ
ン
タ
ー
研
究
報
告
第
８
号
、
一
九
八

四
年
二
四
三
’
二
五
四
頁

（
６
）
拙
稿
唖
図
説
・
女
子
教
育
史
（
第
１
報
）
ｌ
女
訓
書
か
ら
女
大
学

に
至
る
経
緯
ｌ
愛
教
大
教
科
教
育
セ
ン
タ
ー
研
究
報
告
第
９
号
一
九
八

五
年
七
一
’
八
二
頁

（
７
）
拙
稿
》
図
説
・
女
子
教
育
史
（
第
２
報
）
ｌ
「
女
大
学
」
成
立
と

そ
の
系
譜
ｌ
愛
教
大
教
科
教
育
セ
ン
タ
ー
研
究
報
告
第
Ⅲ
号
、
一
九

八
六
年
六
九
２
七
九
頁

（
８
）
拙
稿
亜
図
説
・
女
子
教
育
史
（
第
３
報
）
ｌ
資
料
「
女
大
学
」
実

物
縮
図
と
そ
の
活
字
解
説
ｌ
愛
教
大
家
政
学
教
室
研
究
紀
要
第
四
号
一

九
八
七
年
一
五
三
ｔ
一
六
七
頁

（
９
）
船
津
勝
雄
亜
「
女
大
学
」
の
成
立
と
普
及
、
大
阪
府
立
大
学
文
学

部
紀
要
第
別
巻
第
９
分
冊
一
九
六
八
年
三
六
’
五
二
頁

（
Ⅲ
）
拙
稿
（
７
）
七
四
頁
以
下

（
ｕ
）
拙
稿
（
７
）
七
九
頁

（
皿
）
拙
稿
一
教
科
書
に
み
ら
れ
る
「
家
族
像
」
ｌ
総
集
編
、
戦
前
の
教

科
書
の
場
合
’
一
九
八
九
年
愛
教
大
研
究
報
告
第
胡
輯
（
芸
術
・
保
健

体
育
・
家
政
・
技
術
科
学
）
一
○
五
頁

（
喝
）
拙
稿
（
１
）
三
八
頁
以
下
お
よ
び
拙
稿
（
２
）
の
五
九
頁

（
狸
）
唐
澤
富
太
郎
坐
教
科
書
の
歴
史
創
文
社
一
九
五
六
年
四
二

’
四
四
頁

（
遍
）
石
川
松
太
郎
編
》
日
本
教
科
書
大
系
、
往
来
物
系
譜
講
談
社

一
九
七
○
年
、
三
六
五
’
三
七
○
頁

（
随
）
唐
澤
富
太
郎
王
別
掲
書
七
七
○
頁
以
下

（
Ⅳ
）
海
後
宗
臣
・
仲
新
“
教
科
書
で
承
る
近
代
日
本
の
教
育
東
京
評

籍
一
九
七
九
年
一
五
頁
以
下

（
出
）
遠
藤
昭
彦
》
明
治
期
の
修
身
教
育
奥
田
直
丈
監
修
『
教
科
教
育

百
年
史
』
建
帛
社
一
九
八
五
年
四
六
四
頁

（
的
）
遠
藤
昭
彦
塁
別
掲
論
文
四
六
五
頁

（
別
）
海
後
宗
臣
・
仲
新
王
別
掲
書
六
一
頁
以
下

（
別
）
遠
藤
昭
彦
塁
別
掲
論
文
四
六
七
頁

（
犯
）
唐
澤
富
太
郎
塁
別
掲
書
序
一
頁

（
羽
）
海
後
宗
臣
・
仲
新
里
別
掲
書
七
四
頁
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る
こ
と
を
法
の
範
囲
外
で
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
と
い
う
。

（
胡
）
渡
辺
行
郎
“
戦
前
日
本
の
道
徳
教
育
と
経
済
発
展
愛
教
大
社
会

科
学
論
集
二
九
三
号
愛
教
大
社
会
科
学
会
一
九
八
九
年
二
○
三

（
型
）
稲
田
正
次
華
教
育
勅
語
成
立
過
程
の
研
究
講
談
社
一
九
七
一

年
（
邪
）
遠
藤
昭
彦
里
別
掲
論
文
四
六
八
頁

（
恥
）
海
後
宗
臣
・
仲
新
里
別
掲
書
九
六
頁

（
〃
）
海
後
宗
臣
・
仲
新
里
別
掲
害
一
○
二
頁

（
肥
）
遠
藤
昭
彦
塁
別
掲
論
文
四
六
九
頁

（
豹
）
唐
澤
富
太
郎
王
別
掲
書
一
頁
、
七
四
○
頁

（
別
）
唐
澤
富
太
郎
皇
別
掲
書
七
六
八
頁

（
証
）
唐
澤
富
太
郎
塁
別
掲
書
二
八
○
頁
以
下

（
塊
）
拙
稿
（
２
）
六
二
頁

（
別
）
唐
澤
富
太
郎
塁
別
掲
書
六
八
四
頁

（
別
）
唐
澤
富
太
郎
塁
別
掲
書
六
七
六
頁

（
お
）
海
後
宗
臣
・
仲
新
里
別
掲
害
一
五
五
頁

（
邪
）
唐
澤
富
太
郎
塁
別
掲
書
二
七
八
頁

（
師
）
唐
澤
富
太
郎
茎
別
掲
書
七
六
七
頁

（
銘
）
ル
ー
ス
・
ベ
ネ
デ
イ
ク
ト
（
長
谷
川
松
治
訳
）
必
定
訳
菊
と
刀

社
会
思
想
社
一
九
六
七
年
二
五
七
頁

（
胡
）
前
掲
書
二
三
五
頁
以
下
『
菊
と
刀
』
に
よ
れ
ば
、
「
忠
」
は
皇

恩
を
返
済
す
る
こ
と
で
あ
り
、
親
か
ら
受
け
た
恩
返
し
が
「
孝
」
で
あ

る
。
中
国
で
は
忠
孝
の
上
に
立
つ
一
つ
の
徳
、
（
仁
）
を
要
請
す
る
。

仁
は
日
本
人
の
倫
理
体
系
か
ら
追
放
さ
れ
て
し
ま
っ
た
結
果
、
何
か
あ

２
二
二
二
頁

（
伽
）
拙
稿
（
、
）
一
○
九
頁

（
虹
）
樋
口
勘
次
郎
恥
「
統
合
主
義
新
教
授
法
」
同
文
館
、
仲
新
ほ
か
編

『
近
代
日
本
教
科
書
教
授
法
資
料
集
成
』
第
４
巻
東
京
書
籍
所
収
、

一
八
九
九
年
二
六
八
頁
以
下

（
岨
）
唐
澤
富
太
郎
塁
別
掲
書
三
九
三
頁

（
鮒
）
中
内
敏
夫
叩
初
等
教
育
『
日
本
近
代
教
育
百
年
史
』
５
一
九
七

四
年
、
四
四
頁
拙
稿
（
１
）
四
○
頁

（
“
）
中
内
敏
夫
皿
軍
国
美
談
と
教
科
書
岩
波
新
書
弱
一
九
八
八
年

五
九
’
六
四
頁

（
妬
）
唐
澤
富
太
郎
塁
別
掲
書
三
一
四
頁

（
妬
）
拙
稿
（
２
）
六
二
、
六
三
頁

（
幻
）
唐
澤
富
太
郎
塁
別
掲
書
四
四
九
頁

（
州
）
唐
澤
富
太
郎
塁
別
掲
書
四
二
頁

（
棚
）
海
後
宗
臣
編
”
日
本
教
科
書
大
系
近
代
編
四
巻
歴
史
口
四
五

七
頁
、
五
八
○
頁
、
六
四
八
頁
、
二
○
巻
歴
史
日
一
九
六
二
年
、
三

三
’
三
五
頁
、
一
五
○
２
一
五
一
頁

（
帥
）
唐
澤
富
太
郎
里
別
掲
書
六
七
九
頁

（
別
）
唐
澤
富
太
郎
塁
別
掲
書
三
○
九
頁

（
塊
）
海
後
宗
臣
編
塁
別
掲
日
本
教
科
書
大
系
（
妬
）
音
楽
一
九
六

五
年
三
三
頁
、
三
八
三
頁

（
開
）
前
掲
書
三
二
六
頁

（
別
）
拙
稿
（
皿
）
一
○
二
頁

（
弱
）
海
後
宗
臣
編
塁
別
掲
書
三
○
九
頁
、
三
七
二
頁
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737271 70
嘗曹警当

（
師
）
拙
稿
（
３
）
七
一
頁

（
開
）
拙
稿
（
３
）
六
四
２
六
七
頁

（
的
）
加
藤
美
香
ほ
か
恥
愛
教
大
家
政
学
教
室
昭
和
六
二
年
卒
業
論
文
、

教
科
書
お
よ
び
副
読
本
に
承
ら
れ
る
「
家
族
像
」

承
ら
れ
る
「
家
族
像
」

（
㈹
）
拙
稿
（
３
）
七
○
頁

（
侭
）
拙
稿
（
３
）
六

（
“
）
日
本
教
職
員
組

七
三
年
版
二
七
一

（
碗
）
前
掲
書
四
四
頁

七
九
年
版
二
八
頁

拙
稿
（
３
）
六

／~、へ／~、へ／~、へ

下竪色④ごぎご
（
邪
）
川
島
武
宜
辛
日
本
社

○
年
七
九
頁
以
下

（
訂
）
拙
稿
（
１
）
三
七
頁

（
開
）
拙
稿
（
２
）
六
○
頁

（
弱
）
拙
稿
一
一
五
頁

日
本
社

拙
稿
（
４
）

拙
稿
（
４
）

拙
稿
（
４
）

拙
稿
（
５
）

九
頁
表
六
Ｉ
一

日
本
教
職
員
組
合
叩
小
学
校
教
科
書
白
書
一
シ
橋
書
房
一
九

年
版
二
七
一
頁
一
九
八
二
年
版
四
七
頁

前
掲
書
四
四
頁
一
九
八
二
年
版
、
小
学
校
教
科
書
の
研
究
一
九

丹
羽
基
一
言
家
紋
秋
田

拙
稿
（
３
）
六
八
頁
以
下

粉
川
宏
亜
国
定
教
科
書 秋

田

二
四
六
’
二
四
九
頁

四四四

九一七
頁頁頁

、

会
の
家
族
的
構
成

ｌ
修
身
・
道
徳
の
場
合

書
店

四
二
頁

新
潮
選
書
一
九
八
五
年
四
○
頁
以

一
九
六
九
年
一
二
頁
以
下

日
本
評
論
社
一
九
五

七
八
頁
、
九
四
頁

（
別
）
清
野
き
ゑ
》
男
女
共
修
の
問
題
家
庭
科
教
育
家
政
教
育
社

六
三
巻
九
号
一
九
八
九
年
七
月
四
八
頁

（
愛
知
教
育
大
家
族
関
係
学
）
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